
はじめに

ヒバマタ目褐藻群落は“ガラモ場”と呼ばれ，北海道

日本海沿岸において，岩礁生態系における１次生産者と

してウニなどの磯根資源の餌料となるとともに，魚類等

の保育・産卵場などの機能を有し，生態学的にも産業的

にも重要な位置を占めている１）。とりわけ，近年，当海

域においてヒバマタ目褐藻がニシンClupea pallasiiの産

卵基質として利用されていることが明らかとなり２，３），

ニシンの産卵基質としての重要性が認識され，海中林造

成対象種として注目されている。今後，ヒバマタ目褐藻

群落の造成および維持拡大を図る上で，これらの褐藻に

おける再生産能力を把握する必要がある。

そこで，北海道日本海沿岸にもっとも広く分布するフ

シスジモクSargassum confusumを用いて，再生産能力を

評価する際の指標となる雌性体からの放出卵数を推定し

たので報告する。

材料および方法

１９９７年６月に北海道南西部に位置する泊村地先の水深

約１mから生殖器床（Fig．１）上に放出卵が付着した雌

性藻体２０個体と１９９８年６月に卵が未放出の雌性藻体を採

集した。採集した藻体は，海水を満たしたポリエチレン

容器に入れて実験室に持ち帰った。湿重量を測定後，卵

を放出中の雌性藻体はホルマリンで固定した。卵が未放

出の雌性藻体は，生殖器巣（Fig．１）から放出される卵

数の推定を目的に，主枝部分を水温１８℃，光量子束密度

７０µmol／m２／s，明暗周期１４L：１０Dの条件で滅菌海水を

用いて培養し，約４８時間後に雌性生殖器床上に卵を放出

させた。生殖器巣から放出された卵は，一定期間，粘質

に包まれた卵塊として生殖器床上に留まり，各々の卵は
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Fig．１ Simplified drawing of thallus construction
of Sargassum confusum. c, conceptacle ;
h, holdfast ; l, leaf ; lb, lateral branch ;
m, main branch ; r, receptacle ; s, stem ;
v, vesicle.



どの生殖器巣から放出されたものか把握できる。このこ

とから，放出卵数は，次の方法で推定した。

培養によって卵を放出させた生殖器床を１個選び，任

意に５０個の生殖器巣を抽出し，生殖器巣からの放出卵数

を計測した。また，生殖器床の長径と生殖器巣数の関係

を把握するため，１個体から生殖器床を任意に６０個抽出

し，生殖器床の長径と生殖器巣数を計測した。さらに，

藻体の上，中，下部から，生殖器床を任意に３０個ずつ計

９０個を抽出し，生殖器床の平均長径を求め，各藻体の生

殖器床の長径の代表値とした。さらに，１藻体あたりの

生殖器床数の計数を行った。１藻体あたりの放出卵数

は，次式によって推定した。

NS＝NE・NC・NR （１）

NS：１藻体あたりの推定放出卵数

NE：１生殖器巣からの平均放出卵数

NC：１生殖器床あたりの推定生殖器巣数

NR：１藻体あたりの生殖器床数

結 果

１生殖器巣からの放出卵数をFig．２に示した。１生殖

器巣あたりの放出卵数は，１５～２２個の範囲となり，平均

放卵数（NE）±標準偏差は１８．８±２．１であった。

生殖器床の長径と生殖器巣数との関係をFig．３に示し

た。生殖器床の長径は，２．００～８．１８mmで，１生殖器床

あたりの生殖器巣数は，４０～１０２個の範囲であった。生

殖器床の長径（x）と生殖器巣数（y）の間には，次式に

示した回帰直線が得られ，一元分散分析の結果，有意で

あった。

y＝１１．００１x＋１３．４３ （２）

（n＝５０, R２＝０．９３２７, ANOVA, F＝８０３．６８, p＜０．０００１）

各藻体における生殖器床の平均長径と，（２）式を用

Table１ Plant weight, mean long axis of receptacle,
estimated number of conceptacles on receptacle of
mean long axis（NC）and number of receptacles per
plants（NR）.

Fig．２ Frequency distribution of the number of eggs
discharged per conceptacle.

Fig．３ The relationship between the long axis of receptacles
and the number of conceptacles per receptacle.
＊ : ANOVA, p＜０．０００１.

Fig．４ The relationship between plant weight and the number
of eggs discharged per plants. ＊ : ANOVA, p＜０．０００１.
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いて推定した生殖器床の平均長径における推定生殖器巣

数，生殖器床数をTable１に示した。生殖器床の平均長

径は，３．２～４．７mmの範囲となり，生殖器巣の推定数

（NC）は，４９．５～６５．９の範囲であった。また，１藻体

あたりの生殖器床数（NR）は，１，８４４～３９，２３５の範囲で

あった。

藻体湿重量（x）と（１）式を用いて算出した１個体

あたりの放出卵数（y，NS）との関係をFig．４に示した。

１藻体あたりの放卵数は，１．２２９×１０６～２．０６９×１０７の範

囲となった。両者には，次式に示した回帰式が得られ，

一元分散分析の結果，有意であった。

y＝３６１４５x１．１７９ （３）

（n＝２０, R２＝０．９６４０, ANOVA, F＝４８２．００, p＜０．０００１）

考 察

ヒバマタ目褐藻のフシスジモクにおいて，１雌性藻体

あたりの放出卵数は１０６～１０７の水準と推定され，（３）

式によって，藻体湿重量から放出卵数の概数が推測可能

である。ホンダワラ科海藻における雌性藻体あたりの放

出卵数は，アカモクS. horneriで１．０～６．０×１０６と報告さ

れており４），本種の放出卵数は，これとほぼ同水準と推

察される。一方，コンブ目海藻における遊走子放出数に

関して，リシリコンブLaminaria ochotensisで子嚢斑１

cm２あたり３２×１０６個５），Laminaria digitataとL. longicruris

で，それぞれ２０．０２×１０９／m２／年，８．９×１０９／m２／年６），ワ

カメUndaria pinnatifidaで１藻体あたり１０１０と報告され

ている７）。これらのことから，フシスジモクの生殖細胞

数は，コンブ目海藻と比較して数段階低いことが示唆さ

れる。しかし，このことは，ヒバマタ目褐藻の再生産能

力が低いことを必ずしも意味するものではない。

陸上植物では，種子重量と死亡率との関係について，

小さい種子を生産する種ほど死亡率が高いことが証明さ

れている８）。生殖細胞の大きさを比較するとコンブ属海

藻の胞子体から放出される遊走子の長径が８～９µmに

対して９），フシスジモクの卵の大きさは長径２１０µm，短

径１４０µmと著しく大きい１０）。また，ヒバマタ目褐藻の卵

は，生殖器床上に付着した状態で受精し，一次仮根を形

成する段階まで発生が進行し，その後，生殖器床から離

脱して周囲に散布される。このため，ヒバマタ目褐藻は，

少数であっても大型の生殖細胞を形成し，母体上で基質

に着生可能な発生段階まで生長するので，コンブ目褐藻

と比較して着生後の死亡率が低いと推察される。

これらのことから，フシスジモクをはじめとしたヒバ

マタ目褐藻は，少数かつ大型の生殖細胞を形成すること

で，生存率を高めるという生態的特性を有する分類群と

考えられる。

要 約

北海道南西部後志海域産のフシスジモク雌性体におけ

る放出卵数を調べた。１雌性藻体あたりの放出卵数は１０６

～１０７の水準と推定された。生殖細胞数はコンブ目海藻

と比較して数桁少なかった。
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